
竪 穴 住 居 跡
縄文時代の家は、左の図のような竪穴住居が一般的
です。土を半地下に掘りくぼめ、柱を立て、炉（火
を焚

た

く場所）を置いた構造になっています。炉には
下半分を割った土器を埋め、囲

い

炉
ろ

裏
り

の枠
わく

として使っ
ていたようです。
近年では、屋根の
一部に土が葺

ふ

かれ
ていたことがわ
かっています。

デーノタメ遺跡ってどんな遺跡？
縄文時代の生活を知る

土 器 ・ 石 器
縄文時代を代表する遺物が土器と石器です。
デーノタメ遺跡では多数の土器が出土してお
り、主に食べ物を煮たり、加工したりする「鍋」
として使われました。石器では、石

せき

鏃
ぞく

（やじり）、
打製石斧（土掘り具）、磨製石斧（木などを切
る斧）、石皿・磨

すり

石
いし

（粉をひく道具）などが出
土しています。

有 機 遺 物 の 数 々
デーノタメ遺跡の特徴でもある低地遺跡から
は、縄文人が食べたクルミの殻（核）を大量に
捨てたクルミ塚や、漆塗土器、木の実や植物の
種、木材、花粉、昆虫の羽など、通常なら腐っ
てしまう遺物が大量に出土しています。縄文人
の生活に迫ることのできる、貴重な情報です。

落
跡
と
一
体
的
な
生
活
空
間
と
し
て
残
さ
れ
て

い
る
、
全
国
的
に
も
珍
し
い
遺
跡
と
し
て
非
常

に
高
く
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。

当
時
の
人
々
の
生
活
や
植
物
の
利
用
実
態
が

よ
く
わ
か
り
、
気
候
変
動
が
あ
っ
た
と
い
わ
れ

る
縄
文
時
代
中
期
か
ら
後
期
の
間
に
、
人
々
が

環
境
変
化
に
ど
の
よ
う
に
適
応
し
、
く
ら
し
て

い
た
の
か
を
理
解
す
る
た
め
の
、
重
要
な
手
が

か
り
と
な
る
遺
跡
な
の
で
す
。

今
後
の
予
定

国
指
定
史
跡
に
な
る
こ
と
は
ゴ
ー
ル
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
国
を
代
表
す
る
重
要
な
文
化
財
と

な
っ
た
デ
ー
ノ
タ
メ
遺
跡
を
、
永
く
未
来
に
伝

え
て
い
く
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
む
し
ろ
ス

タ
ー
ト
地
点
と
い
え
ま
す
。

デ
ー
ノ
タ
メ
遺
跡
の
公
有
地
化
を
進
め
つ

つ
、
文
化
財
保
護
法
に
う
た
う「
保
存
活
用
計

画
」を
策
定
し
、史
跡
整
備
＝（
史
跡
を
保
護
し
、

活
か
す
た
め
の
取
組
み
）を
進
め
て
い
き
ま
す
。

こ
の
遺
跡
を
ど
う
適
切
に
保
存
し
て
い
く
の

か
、
そ
し
て
、
こ
の
遺
跡
の
魅
力
や
価
値
を
、

ど
う
し
た
ら

よ
り
多
く
の

人
た
ち
に
伝

え
る
こ
と
が

で
き
る
の
か
、

皆
さ
ん
と
一

緒
に
考
え
て

い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

デ ー ノ タ メ 遺 跡 の こ れ か ら
・文部科学大臣への意見具申
・国の文化審議会の答申
・国指定史跡の告示（＝国指定）
・史跡指定範囲の測量
・「デーノタメ遺跡保存活用計画」の策定
・公有地化の開始
・史跡公園等の整備

今ここ

土器や装飾品に
塗る漆の採取

『みんなで学ぼう！デーノタメ
遺跡』１冊 400 円
文化財保護課窓口で販売中

遺跡で確認される竪穴住居跡

炉
柱を立てる
ための穴

竪穴住居の復元図（都出比呂志『日本農耕社会の成立過程』岩波書店1989を元に作成）

←低地遺跡で発見され
た、大量のトチの皮
が積もった層

↓トチノミ（現生）

漆塗土器

↑ブドウ属
　の種子
→ヤマブドウ
　（現生）

② 2024年12月１日発行

　10月 11日に掲載された官報告示により、ついに国指定史跡となったデーノタメ遺跡。
　発見から 55年となるこの遺跡は、まちの大きな宝としてすでに多くの人に親しまれています。今
回、日本を代表する縄文遺跡となったデーノタメ遺跡の概要を改めてお届けするとともに、デーノタ
メ遺跡を様々な視点から楽しむ市民の皆さんをご紹介します。

デ
ー
ノ
タ
メ
遺
跡
と
は

江
川
支
流
の
台
地
上
か
ら
低
地
に
広
が
る
、

縄
文
時
代
中
期
か
ら
後
期
ま
で
約
１
５
０
０
年

に
わ
た
っ
て
営
ま
れ
た
集
落
遺
跡
。
特
に
中
期

の
環
状
集
落
は
長
径
２
１
０
メ
ー
ト
ル
、
短
径

１
７
０
メ
ー
ト
ル
と
「
関
東
最
大
級
」
の
規
模

を
誇
り
、
遺
跡
の
規
模
は
約
６
ヘ
ク
タ
ー
ル
と

広
大
で
す
。

昭
和
40
年
代
ま
で
は
、
遺
跡
の
範
囲
内
に

「
デ
ー
ノ
タ
メ
」
と
呼
ば
れ
る
湧
水
に
よ
る
た

め
池
が
存
在
し
、
縄
文
時
代
に
は
重
要
な
水
源

で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
遺
跡
名
の

「
デ
ー
ノ
タ
メ
」
と
は
、
こ
の
た
め
池
の
名
前

が
由
来
に
な
っ
て
い
ま
す
。

転
機
と
な
っ
た
低
地
遺
跡

の
調
査
（
第
４
次
調
査
）

平
成
12
年
以
降
に
実
施
し
た
継
続
的
な
発
掘

調
査
の
結
果
、
台
地
上
に
大
規
模
な
集
落
跡
が

広
が
り
、
市
に
と
っ
て
重
要
な
遺
跡
で
あ
る
こ

と
は
こ
の
頃
か
ら
認
識
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

そ
の
後
、
平
成
20
年
に
集
落
の
水
場
で
あ
っ

た
低
地
遺
跡
の
発
掘
調
査
を
行
っ
た
際
、
大
量

の
植
物
の
種
や
実
、
漆
塗
土
器
、
昆
虫
の
羽
が

見
つ
か
っ
た
こ
と
で
評
価
が
高
ま
り
、
全
国
的

に
も
注
目
さ
れ
る
遺
跡
と
な
り
ま
し
た
。

デ
ー
ノ
タ
メ
遺
跡
の
価
値

こ
の
よ
う
に
、
デ
ー
ノ
タ
メ
遺
跡
の
低
地
遺

跡
で
は
、
通
常
で
は
腐
っ
て
し
ま
う
遺
物
が
水

中
で
真
空
パ
ッ
ク
の
状
態
で
残
さ
れ
て
い
ま

す
。
こ
う
し
た
水
場
が
台
地
上
の
大
規
模
な
集

縄文時代のデーノタメ遺跡（イメージ）

クルミの木

弓矢・かご作り

問文化財保護課（☎ 594-5566）

私たちの
デーノタメ遺跡

特
集
１

①広報きたもとNo.1042


